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プロジェクト概要と目的・手法

建材情報の可視化・共有化により正確な
数量による工事費の妥当性を検証

設計・施工・生産の分野における
業務効率の向上を図る

電子商取引を目指した建築生産システムの構築に向けて、積算に関するBIMデータ連携の確立

手法

１

建築生産プロセスにおいてBIMデータを異なる実施主体間で連携させることで、積算又は
部材や製品の製造を効率的かつ正確に行うことを目指します。その上で共通する属性情報の
整理を行い、属性情報のルール統一化が必要となります。
工事費の妥当性の検証を容易に行えるように、建材の仕様と正確に算出される数量につい
ての検証を行います。

プロジェクト概要

目的

施工物件と仮想物件において情報流通の整理と各社における従来の見積りソフト等への連携

BIM活用と従来手法の違いを比較検討 主要工種での比較検討
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モデル物件の選定

プロジェクト区分 ：新築

検 証 区 分 ：既に実施済プロジェクト

用 途 ：共同住宅・店舗

階 数 ：地上14階建

延 床 面 積 ：約1,800㎡

構 造 種 別 ：ＲＣ造

プロジェクト区分 ：新築

検 証 区 分 ：仮想的なプロジェクト

用 途 ：共同住宅・店舗 等

階 数 ：地上4階～10階建 程度

延 床 面 積 ：約300～3,000㎡

構 造 種 別 ：ＲＣ造・免震

BIM

BIM

BIM

BIM

BIM

BIM

施工中 仮 想

２

BIMモデルの選定は、施工中のモデル物件に加えて仮想的なモデル物件を3つ設定しま
す。仮想的なプロジェクトは建物形状や階数、延べ床面積などの建物規模や建物タイプなど
データ連携を有用性のある物となるように、アルミサッシや照明器具など多様な検証が行
えるものを設定します。
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検証・分析の実施体制

BIMデータ等の検証・分析を行う関係者は、発注者、コンサル、設計・施工者、専門工事業者、メー
カーとなります。検証する建材は照明器具・アルミサッシ・ALCが対象です。

３

伊藤忠商事株式会社

発 注 者

【計画建物の建築主】

役割：BIMメリットに関する意見

伊藤忠建材
株式会社

ＩＳエンジニア
リング株式会社

専門工事業者

【工種：組積工事(ＡＬＣ)】

役割：BIMデータ連携によるBIM部材情報
抽出から見積りまでを検証

情報･技術の提供者

アイリスオーヤマ株式会社

【工種：電気設備工事(照明器具)】

役割：BIMデータ連携によるBIM設備情報
の抽出から見積りまでを検証

専門工事業者 情報･技術の提供者

専門工事業者 情報･技術の提供者

ＹＫＫ ＡＰ株式会社

【工種：金属製建具工事(アルミ製建具)】

役割：BIMデータ連携によるBIM建具情
報抽出から見積りまでを検証

設計者・施工者

【ＢＩＭモデル作成と元請施工】
役割：BIMモデル作成と設計者・施工者

と建材メーカー各企業間へのBIM
データの提供

情報･技術の提供者
ＢＩＭ

データ連携

属性情報の統一化

と

ＢＩＭ部品などの
入力時ルールの策定

【検証データ取りまとめ】

役割：BIMデータ検証・分析

応 募 者

スターツアセットマネジメント株式会社

ＰＭ / ＣＭ
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BIMデータ連携の有効性の検証フロー

建築ＢＩＭ推進会議で策定された 「建築分野におけるＢＩＭの標準ワークフローと
その活用方策に関するガイドライン（第１版）」においては下図の該当範囲にて検証を実施。

設計
（設計BIM作成・活用）

維持管理
（維持管理BIM活用）

ライフサイクル コンサルティング

企画
基本
計画

維持管理BIM作成

施工技術コンサルティング

（優先交渉権あり）

設計意図伝達・工事監理

施工BIM
作成

施工
（施工BIM作成・活用）

【業務内容】
※着色が検証対象
※標準ワークフローのパターン④

４

スターツCAM

スターツアセットマネジメント

専門

工事業者

3社

スターツCAM
スターツ
CAM

BIM受渡

BIMに限らない
データ受渡

BIM作成・活用

【データ受渡】
※着色が検証対象
※記載文字は実施主体を示す

設計・見積・受発注・施工のフローにおい
て各企業にて下記の検証を行います。

① 見積もりから受発注

② 異なる実施主体間のデータ連携
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検証実施のタイミング

設計者
ゼネコン
（スターツCAM）

メーカー
サブコン
専門工事業者

２-BIMモデルを作成 必要属性を登録

５-各社のシステムにて見
積の実行

１-製品情報（テキ
スト）・部材データ
（3D）の提供
【IFC等】

３-BIM（ビューア）
データ＋データベース
（数量情報）の送信 BIMビューア

ACCESS/.ｍｄｂ
または

EXCEL/.csv

７-見積結果の返信
（指定様式）

【PDF/Excel等】

８-見積ソフトへ入力

６-質疑応答
（メール等）

部材データの作成

BIM

BIM

BIM

BIM

BIM

BIM

４-Excel/CSVを変換し入力
または、各社にて開発したデータベース
コンバートツールで変換

データ連携
において
検 証

５

検証B
見積りに必要な
BIMデータと手拾
い算出作業量比較

検証C
手拾いと比較した
数量算出精度
の検証

検証A
モデル作成や見積
に必要な属性情報
の整理・実装

順番にしたがって具体的なデータ連携を行い段階的に検証を行います。
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検証内容と課題分析の取組状況①

検証Ａ

見積に必要な属性
情報の整理・実装

（定量的な目標）
見積に必要な項目について、
BIMの属性情報の実施率

90％以上

６

●取組状況
以下の内容について、設計者と専門工事業者にて確認中

製品情報（品名/商品コード）、施工関連情報（取付面/設置高さ/下
地）、納品時変更情報（物件名/納品場所/分納ありなし）、発注時
情報（品番/数量/納品希望日/金額）など

課題 モデル作成時に必要となる
建材情報のルール化

●課題に対する解決策

見積書に必要な情報（受発注）の整理を検証対象部品毎に行
う。本検証の次に連携する製造、納品、施工、維持管理など
のBIMモデルへ属性情報の実装も想定した情報の整理

●取組状況

各検証工種において属性情報の整理を実施中
入力内容を、設計・専門工事業者などそれぞれのBIMソフトなど
において情報入力者・確認者のルール確認中。また、建材コード分
類にUniclass２０１５の採用とそのメリットについて検証中

照明器具

アルミサッシ
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検証内容と課題分析の取組状況②

（定量的な目標）
BIMデータから算出した数量と
従来方法と比較し

数量算出精度±５％以内

（定量的な目標）
検証対象部品毎の数量算出後の
見積書作成時間について従来手法
（手拾い）との比較にて

入力時間削減80％以上

検証B

見積りに必要な
BIMデータと手拾
い算出作業量比較

７

●取組状況
以下の内容について、設計者と専門工事業者にて確認中

BIMデータを使用した積算時間には、データの入力及びビューア
での確認作業も含めて実施。従来手法での積算も併せて検証試
行中

課題
各専門工事業者の見積システムのBIM対応

●課題に対する解決策

各専門工事業者の部品情報の共通化
BIMモデルへの入力情報の統一による部品データの共通化

●取組状況

各専門工事業者及びメーカー独自の見積もりシステムへの連携に
おいて、ｍｄｂやｃｓｖなどデータの直接取込み手法の詳細確認中
ｍｄｂからXＭＬデータを解析し品名やメーカー名などでのキー
ワード検索による絞り込みなどを分析中

検証C

手拾いと比較した
数量算出精度の
検証

●取組状況
以下の内容について、設計者と専門工事業者にて確認中

BIMデータ数量と従来手法積算の差分確認。積算漏れ項目につ
いて属性情報含めて検証試行中

課題
見積依頼図面の削減及び作業性の確認

●課題に対する解決策

BIM数量と従来（手拾い）数量差の確認し数量差5％以上のデー
タは阻害要因などの原因究明を行いモデルへの入力情報の改善

●取組状況

図面での確認項目を本事業工種で抽出しBIMビューアソフトでの
確認方法を分析中。BIMビューアソフトによる確認とそれらを要
しない項目を確認中
（使用ソフトはGLOOBEとRebroのビューアソフト）
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各社とのBIMデータ連携と課題

共同住宅に採用される照明器具のデータ連携を行うこと
で、その他の照明器具へ展開を図ることが出来る。今回の
検証範囲ではありませんが、他メーカーでも適用できるよ
うなルール化を実施する。

課題としては、照明器具以外においても部品のＢＩＭパーツ
化にあり、属性情報の整理と共にBIMパーツ形状の簡素化
によるデータ量縮小も求められており併せての試行を行う。

ＢＩＭモデル

ＢＩＭパーツ

姿図 属性情報 mdb形式

解析

見積りソフト

見積書

８

データ連携フロー
照明器具
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各社とのBIMデータ連携と課題

ＢＩＭモデル 部材データ

９

mdb形式

見積りソフト

見積書

共同住宅に採用されるアルミ製建具のデータ連携を行うこ
とで、その他の建具への展開を図ることが出来る。今回の検
証範囲ではありませんが、他メーカーでも適用できるような
ルール化を実施する。

課題としては、手入力による見積もり時の入力項目をそのま
ま属性情報に入力となる場合にデータが増える傾向にあり、
属性入力の簡素化と見積もり項目との整合確認を検討しま
す。

データ連携フロー

アルミサッシ



© 2021 Starts Asset Management Co., Ltd

各社とのBIMデータ連携と課題

ＢＩＭモデル 数量表

見積りソフト

見積書

IFC

詳細ＢＩＭモデル

１０

データ連携フロー

共同住宅における部分的なALCのデータ連携を行うこと
で、小規模物件への展開を図ることができる。

課題としては、設計BIMモデルから算出されるALC壁見
付け面積数量とALC詳細割り付け時のALC小口面などが
加算されることで面積数量差異があります。今回の検証に
て併せて差異分析などの検討を行います。

ALC施工図

ＡＬＣ版
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スケジュール

１１

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

【既に実施済のプロジェクト】

　（仮称）板橋本町Ⅱ新築工事
　（2020年8月着工～2022年1月竣工）

施工中 上棟▲ 竣工

・物件選定（３棟）

・モデル作成及び修正（部材入替等の作業） ・検証によるモデル修正

 既実施済物件の再検証

仮想物件の 追加項目等の
連携検証

仮想物件の分析

連携検証

追加項目等
の分析

効果検証・課題分析
・中間報告資料 ・データ検証と報告資料作成 ・最終報告資料作成

・見積に必要な属性情報の整理・実装
・属性情報の整理、ヒアリング、Uniclassコード分類検証

・見積におけるBIMデータの活用
・積算項目数、図面枚数、作成時間の検証

・手拾いと比較した数量算出作業量
・積算項目数、BIM算出精度比較、コード分類による効果検証

令和３年度 令和４年度

【複数の仮想プロジェクト】
　（過去2年間に行った設計施工プロジェクト）

【専門工事会社・メーカー･施工代理店】

アイリスオーヤマ株式会社
YKK AP株式会社
ISエンジニアリング株式会社


